


































 関西外国語大学留学生別科では、2008 年度秋学期（9 月～12 月）に中級後期会












 中級（日本語能力試験 N2レベル）：SPJ5（中級前期）と SPJ6（中級後期） 
 上級（日本語能力試験 N1レベル）：SPJ7 






























































































Unit1  Mixi って何？ 
Unit2  交通機関のマナー 
Unit3  夫？主人？ 
Unit4  ユニクロ、MUJI は海外で成功するか？ 
Unit5  インターネットは人類を幸せにしたか？ 
Unit6  急増する外国人雇用 
 
ユニット１は、当時大流行し始めていた SNS「ミクシィ」について取り上げた。本



































3. 日本語会話 6（SPJ6）のコース概要 





























4. 2014年度 IRI共同プロジェクトの成果 
 昨年の共同プロジェクトの一環として、2014 年の秋学期には SPJ6 の担任であっ
た筆者（宮内）によるアンケート調査が行われた。アンケート調査は、2014 年の
10 月 22 日から一週間の予定で行った。この時期は、留学生別科の中間試験が終了
した時期で、SPJ6のクラスでは、ドラマを除く全 6ユニットの内ユニット 4までが
終了しており、その 4ユニットに関する学生の評価を収集した。この学期には、SPJ6
の学生は、全部で 35名（男子学生 13名、女子学生 22 名）おり、その内 20名（男
子学生 6名、女子学生 14名）の学生がアンケート調査に応じた。  














































 今回のアンケート調査は、2015 年の秋学期の SPJ6 のユニット 6 が終了した後の
授業時間の最後の 15 分程度を使用し行った。この学期には、SPJ6 の学生は、全部










 まず、教科書全体についての評価であるが、図１の結果となった。 “strongly agree”
と“somewhat agree”を合わせると、87%の学生、つまり、24人中 21人が「良い」と
いう評価であった。一方、“strongly disagree”と“somewhat disagree”の回答はいずれも
















2 参照）。このグラフでは、“strongly agree”と“somewhat agree”を合わせて“agree”とし、
“strongly disagree”と“somewhat disagree”を合わせて “disagree”としている。 
 このグラフを見ると、全てのユニットにおいて “agree”が “disagree”を上回って
いるが、特に、ユニット 1（ “agree”が 19 人（79.2%）で “disagree”が 0 人（0%）
とユニット 3（ “agree”が 16 人（66.7%）で “disagree”が 2 人（0.1%））に人気があ

































ニット 3の評価が高い。そして、ユニット 4 に関しては、「トピックのおもしろさ」























が 6 人（25%））、内容の良否に対する評価（“agree”が 10 人（41.7%）、“disagree”が
3 人（12.5%））ともにまずまずの成績を納めているように思える（図 1、図 2参照）。
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